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平成29年度第3回 野田市自転車等駐車対策協議会　次第

　　　　　日　時平成29年12．月　1日

　　　　　　　　　午前　9時30分から

　　　　　場　所　野田市役所2階

　　　　　　　　　　　　　　中会議室1・2

開　　会

市長あいさっ

委員紹介

議　　題

（1）会長及び副会長の選出について

（2）梅郷駅における駐輪場整備の在り方について

梅郷駅現地視察

閉　　会



資料1

議題（1）

　　　　　　　　会長及び副会長の選出について

　野田市自転車等放置防止に関する条例施行規則第11条第2項に定める会

長及び副会長を委員の互選により選出を求めるものです。



議題（2）

梅郷駅における駐輪場整備の在り方について

1　整備方針

（1）当初の計画（案）

　野田市自転車等駐車対策に関する総合計画（案）（以下「総合計画（案）」）を作

成した平成9年当時、梅郷駅西口は東側方面の需要も含め大量の需要が集中してい

た。

　駅西土地区画整理事業および西口市街地再開発事業の進捗に伴う大量の需要に

対応する暫定整備を行う必要があったため、平成10年度にこれらの関連事業を想

定して、西口は竣工までの期間中の需要に対応する2，120台の暫定整備を計画した。

　さらに、平成13年度には駅西土地区画整理事業地内に、将来の需要増加に対応

できる2，180台の恒久的施設整備を行うこととし、その開設と同時に、暫定整備施

設は480台に削減して駅東土地区画整理事業の完了予定の平成22年度まで維持す

ることとなっていた。

　また、平成22年度の駅東土地区画整理事業の完了に合わせて東口に1，650台の

整備を計画し、既存の東側市営無料施設（700台）にっいては、廃止することとし

た。
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（2）平成14年度の計画（案）の見直し

ア）野田市自転車等駐車対策協議会の意見

　平成14年11月7日に開催された野田市自転車等駐車対策協議会（以下「協議

会）」）では、駅西区画整理事業地に整備する2，180台の駐輪場施設については、

地下式、半地下式の計画になっていたが、整備費用が高額となることや管理上の

問題から、駅西口南地区は、区画整理事業の換地後の用地を確保し平面的な施設

整備を行うことにし、北地区でも市街地再開発事業に合わせて施設整備を行うこ

とに変更された。
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　また、東口は街路事業の駅前広場の交通結節点改善事業に含めて整備を検討し、

700台の市営施設は利用率の向上に努め、東口の整備完了まで維持するように変

更するとされた。

イ）平成14年度の計画（案）の見直し後の状況

　東口は、平成21年12月に街路事業駅前広場の整備に合わせて東口市営自転車

等駐車場1，650台を整備し、従来の施設（700台）を廃止した。

　西口は、駅西区画整理事業の進捗状況に合わせて暫定無料駐輪場の位置を移動

し、平成18年度に現在の暫定無料駐輪場を駅前線路側と旧県道側に施設を設置し

ているが、恒久的な有料駐輪場整備地にっいては確保されていない。
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（3）平成21年度の協議会開催内容

　　平成21年度に、東口市営自転車等駐車場の整備及び梅郷駅周辺の自転車等放

　置禁止区域の設定並びに梅郷駅東口市営自転車等駐車場使用料について、協議会

　からご意見をいただき整備を行った。

　　また、西口の駐輪場整備については、この時に審議されていなく、駅西区画整

　理事業の進捗状況に合わせて整備を行うとされたままとなっている。

　　自転車等の放置を禁止する区域（以下「放置禁止区域」とする。）については、

　平成21年12月1日の東口市営自転車等駐車場開設時に駅から約半径400メート

　ルを基準とし指定している。
｝

（4）平成28年度の計画（案）の見直し

　平成29年3E29日に開催された野田市自転車等駐車対策協議会では、これま

での総合計画（案）は平成22年度で終了していること、みずき地区・座生3地

区の住宅の張り付き状況や鉄道高架事業完了後の高架下利用がこれから検討さ

れることから、市全体の計画は策定せず、駅ごとに整備方針を決めていくことで

承認をいただいた。

　また、今後の整備主体としては、民間の積極的参加を優先して推進するとし、

有料化を推進する意見が示された。
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2　利用状況

（1）収容台数について

　西口は、屋根なしの市が借地した暫定無料駐輪場2箇所と民営屋根あり1箇所、

駅前の民営チャリパー－1箇所（一時貸しのみ）を有し、東口は、市営自転車等駐車

場と民営のチャリパー1箇所となっている。

　内容については次のとおり。

施設名 料金 収容台数

市暫定無料駐輪場：線路側 無料 800台
市暫定無料駐輪場：旧県道側 無料 1，000台

西

口

駅前民営チャリパー：東武P 100円／日　（PASMO　80円） 142台

民営駐輪場
自転車：1，500円／．月、100円／日

バイク：2，300円／．月、150円／目
100台

計 2，042台

市営有料駐輪場

定期利用

（自転車）一般：地下・1・2階1，540円、3

階1，020円

学生：1階1，540円、地下・2階

1，020円、3階510円

1，413台

東
口 2，570円（バイク） 72台

一時利用
自転車・バイク150円
（自転車：157台、バイク：8台）

165台

駅前民営チャリパー：東武P 100円／日　（PASMO　80円） 156台

計 1，806台

合　計 3，848台
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（2）利用台数について

　梅郷駅東西口の市営、民営を含めた過去5年間の自転車利用台数（1日最大）の

推移は次のとおりです。

28年度　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度

西口 2，192台 2，492台 2，457台 2，151台 2，153台

東口 647台 638台 650台 635台 652台

計 2，839台 3，130台 3，107台 2，768台 2，805台

e

E
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【西口の駐輪場4施設の利用台数】

最大台数については、各施設5Eが最も多い状況となっています。

ア）県道側　暫定無料駐輪場：収容台数1，000台

28年度　　27年度　　26年度　　25年度　　24年度

最大台数 939台 1，083台 1，152台 1，064台 1，125台

平均台数 899台 883台 907台 956台 977台

イ）線路側　暫定無料駐輪場：収容台数800台

28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度

最大台数 1，075台 1，198台 1，147台 920台 871台

平均台数 971台 895台 921台 876台 869台 1

ウ）民営チャリパー（一時利用）：収容台数142台（26年度までは収容台数73台）

28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度

最大台数 104台 106台 73台 73台 70台

平均台数 100台 94台 66台 65台 61台

エ）民営自転車預り所：収容台数100台

28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度

5，月 74台 105台 85台 94台 87台

9月 73台 92台 63台 70台 65台

【東口の駐輪場2施設の利用台数】

市営自転車等駐車場の定期利用台数は、開設年度からほぼ横ばい状態となっている。

｝

1

ア）梅郷駅東口市営自転車等駐車場：定期利用収容台数1，485台

28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度

許可台数 528台 508台 550台 544台 564台

最大利用率 35．6％ 34．2％ 37．0％ 36．6％ 38．0％

イ）民営チャリパー（一時利用）：収容台数156台

28年度　　27年度　　26年度　　25年度　　24年度

最大台数 119台 130台 100台 91台 88台

平均台数 116台 111台 93台 82台 73台
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（3）西ロ暫定無料駐輪場にかかる経費について

　県道側及び線路側の土地は、仮換地指定後の土地を県道側の2名及び線路側2名

と平成26年4H1日から平成31年3月31日まで5年間で契約を交わしている。

ア）借地料

28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度

線路側（859㎡） 1，899，516円 1，899，516円 1，905，816円 1，906，620円

旧県道側（980㎡） 1，263，048円 1，263，048円 1，269，852円 1，261，104円

計 3，162，564円 3，162，564円 3，175，668円 3，167，724円

イ）自転車整理業務委託料

　朝6時30分から8時30分、夕15時30分から17時30分の間で、1施設、朝2
人、夕1人を配置し自転車整理業務を行っています。

1
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ウ）西口暫定無料駐輪場の苦情対応について

　・毎年5月、10Eは利用者が多く駐輪場外にまで駐車し、市民から通報を受けて

　職員により撤去を行っています。また、市職員による除草も行っています。

（4）東ロ市営自転車等駐車場整備費用について

（単位：千円）

区分 事業費 国費 地方債 一般財源

東口市営自転車等駐輪場整備 350，715 48，873 218，800 83，042

（5）東ロ市営自転車等駐車場管理経費と使用料収入について

　梅郷駅東口市営自転車等駐車場は指定管理者制をとっており、この指定管理料と

使用料収入を比較すると、毎年約1，000万円市が負担している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

28年度　　27年度　　26年度　　25年度　　24年度

使用料（収入） 7，638 7，699 7，882 8，517 7，692

指定管理料（支出） 17，176 17，481 20，543 19，972 19，972

差額 ▲9，538 ▲9，782 ▲12，661 ▲11，455 ▲12，280

許可率 35．6％ 34．2％ 37．0％ 36．6％ 38．0％

E

1
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23年度　　22年度　　21年度　　　計

使用料（収入） 7，696 7，536 4，307 58，967

指定管理料（支出） 19，486 19，224 6，806 140，660

差額 ▲11，790 ▲11，688 ▲2，499 ▲81，693

許可率 36．0％ 40．0％ 33．5％

（6）梅郷駅東口市営自転車等駐車場の稼働率向上の対策について

　稼働率向上対策としましては、毎年、市と指定管理者により新年度の申し込みに

合わせ、駅前で案内チラシ（啓発品）を配り加入促進を実施している。

　また、南部工業団地会や千葉県野田看護専門学校にも同様の加入促進を実施して

いますが、利用台数の向上に繋がらない状況となっている。

i

（7）梅郷駅における放置自転車撤去状況について

　梅郷駅の放置禁止区域内撤去台数は西口が多く、理由としましては、駅を利用し

て買い物等に行く方が撤去の対象者となっている。また、暫定無料駐輪場の長期放

置自転車撤去台数の多くは乗り捨てられた自転車となっている。

28年度　27年度　26年度　25年度　24年度

西口 31台 50台 58台 80台 87台

放置禁止区域内撤去 東口 6台 4台 1台 6台 14台

計 37台 54台 59台 86台 101台

暫定無料駐輪場 161台 192台 183台 149台 215台

合計 198台 246台 242台 235台 316台

卜

｝

t

（8）犯罪発生件数（自転車盗難）について

　暫定無料駐輪場は、基本的に自己管理を前提に利用していただいており、朝夕の

整理業務は行っているものの、盗難事件の発生も多く、平成28年度では、山崎地

区で発生した自転車盗難の約50％が暫定無料駐輪場からとなっている。

28年　　27年　　26年　　25年　　24年

市内の自転車盗難 266件 300件 345件 445件 503件

山崎地区自転車盗難 85件 86件 78件 107件 94件

32．0％ 28．7％ 22．6 24．0％ 18．7％

うち、線路側駐輪場　　　　→

23件 24件 14件 35件 32件

旧県道側駐輪場 19件 7件 13件 13件 7件

計
42件 31件 27件 48件 39件

49．4％ 36．0％ 34．6％ 44．9％ 41．5％
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3　今後の自転車等駐車場整備の在り方について

　（1）需要台数の試算について

　ア）需要予測の考え方

　　今後の需要予測の考え方については、清水公園駅の試算と同様に野田市総合計画

　審議会で検討された人口推計結果を参考とし、利用者数を下記の考え方で試算しま

　した。

　平成28年度からの野田市総合計画書（抜粋）

人口統計の推移から

①梅郷駅は、南部地区内になります。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

中央地区

東部地区

南部地区

北部地区

川間地区

福田地区

関宿北部地区

関宿中部地区

関宿南部地区

▲。

△．

鰭

　　⌒翻

〔・南部地区：山崎、今上、桜台、花井、堤根、山崎貝塚町、山崎梅の台花井一丁目、みずき一丁目・二丁目・三丁目・四丁目、桜木〕

②地区別の将来人口の推計表（土地区画整理事業の影響補正前）

地区／年度 27年度 32年度 37年度 42年度

南部地区 34，558人 35，957人 36，844人 37，497人

③年齢区分別人口の構成比表（市内全体）

構成比 27年度 32年度 37年度 42年度

15～64歳 59．7209％ 57．2699％ 57．3159％ 56．9708％
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イ）試算方法

　自転車で駅を利用する対象年齢を15～64歳と想定し、総合計画の地区別将来人口

に年齢区分別人口の構成比を乗じて、平成32～42年度までの人口を予測し駅自転

車利用台数を試算した。

①南部地区の年齢区分別人口予測

　・前頁2）地区別将来人口×前頁3）年齢区分別構成比

例）34，558人×59．7209％≒20，638人

区分／年度 27年度 32年度 37年度 42年度

15～64歳 20，638人 20，592人 21，117人 21，362人 　

②南部地区の梅郷駅利用者

　・梅郷駅利用者16，689人（東武鉄道㈱資料）／平成27年度南部地区年齢区分別人

　20，　638人≒80．86539％、①の人口予測値に80．86539％を年度別に乗じて梅郷駅

　利用者を求める

人口／年度 27年度 32年度 37年度 42年度

予測人数 16，689人 16，651人 17，076人 17，274人

E

　

③梅郷駅酉旦自転車等駐車場利用台数

　・南部地区の梅郷駅利用者予測人数②の年度別数値に、次の利用率を乗じて梅郷

　駅自転車等駐車場利用想定台数を求める

匿欝瓢欝鷲㌶蒜㌶鍵警卿台から東側
［

西口：1，199台（駐輪場台数）／16，689人（駅利用者）＝7．18437％）

出口／年度 28年度 32年度 37年度 42年度

西　口 1，199台 1，196台 1，226台 1，241台

・ 梅郷駅互旦有料化による影響要因を反映した利用台数

有料化で影響を受けると予想した次の利用率を乗じて梅郷駅西口自転車等駐車

場利用台数を求めた後、有料化に伴う影響（▲10％）を反映させる。

出口／年度 32年度 37年度 42年度

有料化に伴う響率反映後台数 1，076台 1，103台 1，116台

1

E
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④梅郷駅西口自転車等駐車場利用台数増加要因を求める

・増加要因（東新田・みずき）

　増加予測人数は、野田市総合計画書より

32年度 37年度 42年度

東新田 77人 200人 277人

みずき 500人 1，500人 2，019人

計　　　　　　　577人　　　　1，700人　　　2，296人
・ 上記に①の割合を年度ごとに乗じる

32年度 37年度 42年度

東新田 44人 114人 157人

みずき 286人 859人 1，150人

計　　　　　　　330人　　　　973人　　　　1，307人

1

・ ②の駅利用者率　80．86539％を増加要因人数に乗じる

駅利用者予測人数 266人 786人 1，056人

・ 自転車利用者率30％（国土技術政策総合研究所資料）を駅利用者予測人数に乗

　じる

E

増加要因　自転車予測台数 79台 235台 316台

⑤梅郷駅西口駐輪場試算台数

／年度 32年度 37年度 42年度

西　口 1，076台 1，103台 1，116台

増加要因台数　反映後　　　1，155台　　　　1，338台　　　　1，432台

⑥梅郷駅東口駐輪場の試算台数

　東口については、西口暫定無料駐輪場を利用していた東側からの利用者993台

中、約90％が東口市営を利用すると試算。将来の増加要因については、東口は開

発等の増加要因がなく現状の収容台数で補うことができる。

E
［

／年度 28年度 30年度 37年度 42年度

市営契約台数 528台 528台 528台 528台

西口駐輪場からの戻り台数 893台 893台 893台

民間チャリパー　116台 116台 116台 116台

計　　　　　　　1，537台　　　1，537台　　　t537台

9／12
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ウ）将来の需要予測台数

（将来の傾向）

　野田市総合計画の人口推移は将来減少する傾向とされておりますが、南部地区の

人口推移は、土地区画整理事業の影響により増加傾向となると試算されている。

　このことから、西口については駅から約1．5kmから2km付近で土地区画整理

事業（東新田・みずき）による開発が緩やかに進んでいることから、今後、自転車

の利用台数は増加が見込まれる。

　東口については、開発要因がないことから、今後、自転車の利用台数は現状維持

と予想する。

　以上の条件を基に利用台数を試算した結果、下記の参考試算台数となりましたが、

参考試算台数には明確な根拠と裏付けがあるものはないため、梅郷駅を利用する自

転車等の予測台数を求めることは困難であり、あくまでも参考値となるものです。

参考試算台数

地区／年度　　　　32年度　　　　　37年度　　　　　42年度

西　口 1，155台 1，338台 1，432台

東　口 1，537台 1，537台 1，537台

［

E
　

［

「
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（2）常設の西口駐輪場整備について

　西口の駐輪場は、市が設置している暫定無料駐輪場2箇所と駅前に民営チャ

リパー1箇所（平成22年6．月開設）、民営駐輪場1箇所の計4箇所。東口は、

平成21年12月1日に供用開始した東口市営自転車等駐車場と民営民間チャリ

パー1箇所（平成22年8．月開設）の2箇所となっている。

　東口市営自転車等駐車場の利用状況は、東側から線路を超えて西側の暫定無

料駐車場に約993台が乗り入れていることもあり、定期収容台数1，485台（自

転車1，413台、バイク72台）のところ、利用台数528台（平成28年度）で利

用率が35，6％と低迷しているため、西口に有料駐輪場の整備が急務となってい

る。

E

E

（3）西口駐輪場整備用地について

　梅郷駅西区画整理事業が使用収益開始した現段階において、有料駐輪場を整

備するとされていた。

　有料駐輪場整備用地としては、市が借地している暫定無料駐輪場用地の2施

設のほかに有料駐輪場を整備する適地がない状況であることから、この施設の

中で今後検討進めていく。

　なお、市が設置している暫定無料駐輪場は借地となっており、借地契約期間

が平成31年3月31日で5年間の契約期間が満了となることから、次期借地更

新前までに有料駐輪場整備の検討をする。

（4）西口駐輪場整備規模について

　利用状況については、市が借地した暫定無料駐輪場の両施設（線路側・旧県

道側）とも常に満車状態となっており、その多くは、東側からの利用者となっ

ている。このようなことから、有料駐輪場の整備規模については、梅郷駅西口

の利用台数2，192台から東側からの利用者993台を除いた1，199台、有料化に

よる影響▲10％を差し引いた約1，000台程度が必要と考えられる。

（5）西口駐輪場整備水準について

1

E

　西口の民営駐輪場は、屋根あり1施設と民営チャリパー屋根なし1施設が駅

前に開設されているが、民営チャリパー屋根なしでも年間を通してある程度の

利用率（年間平均約70％）が保たれている。

　また、東口の民営チャリパー屋根なし1施設も年間を通して利用率が高くな

っている一方、管理水準が高い東口市営自転車等駐車場の利用率は低くなって

いる。以上のことから、梅郷駅西口駐輪場にっいても、東口市営自転車等駐車

場みたいな管理水準の高い施設は必要ないと思われる。
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（6）西口駐輪場の整備主体について

　市行政改革大綱では、「民間でやれることは民間で行う」とされている、さら

に、駐輪場整備については、過度な投資を必要とせず対応できることから、民

間の参入は容易であると考えられる。

　従って、民間の活力を積極的に活用した有料駐輪場整備を検討する。
　

1

1

1
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資料3

梅郷駅現地視察（10時30分から12時00分）

梅郷駅における駐輪場整備の考え方についてご審議をお願いします。

当駅は、平成21年12月1目に東口市営自転車等駐車場を供用開始後、西口

は有料駐輪場が未整備となっている。

（公用車にて、梅郷駅東口、西口を視察）

　メモ欄
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参考資料　目次

1　野田市自転車等駐車対策協議会委員名簿

　　（平成29年11月29日現在）

2　市営自転車等駐車場使用料

3　市営自転車等駐車場施設内容

4　野田市自転車等駐車場条例（写し）

5　野田市自転車等駐車場条例施行規則（写し）



野田市自転車等駐車対策協議会委員名簿

（任期：2年 平成29年11．月29日から平成31年11A28日）
　　　　　　　（平成29年11．月29日現在）
　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

区　　分 役　　　　職 氏　　　名

千葉県東葛飾土木事務所野田出張所長 花　岡　信　明関係機関及び関

係団体の代表 千葉県野田警察署地域課長 阿部　智　彦

野田交通安全協会会長 野　口　義雄

　　　　　、
東武鉄道（株）鉄道事業本部計画管理部課長 綾部光　明

輪業組合代表 北　島康孝

商店街連合会会長 岡　安誠人

高等学校教職員代表 滝　口　健太

野田市女性団体連絡協議会代表 森　田　邦子

消費者モニター代表 後藤君江

自転車預かり所代表 中　田　禎子

学識経験者 東京理科大学理工学部教授 内　山　久雄

利用者代表 野田市自治会連合会 飯　野友　二



参考2

　　　　　　　　　　　市営自転車等駐車場使用料

□自転車等駐車場の開所時間

名称 住所・連絡先 開所時間

野田市駅市営第1 野田148番地の6

咀7121－5315

野田市駅市営第2 野田148番地の10

翫7121－5315

6時30分～20時

日・祝・年末

年始を除く川間駅南口市営第1 尾崎839番地の5

脱7129－8940

梅郷駅東口市営 山崎1873番地の7

咀7121－3196

4時30分
～翌日1時

□自転車等駐車場の使用料 （定期：月額）

野田市駅市営第1・第2、川間駅南口市営第1

一般 1，020円
定期

自転車
学生 510円

原動機付自転車 2，570円
一回 100円

自転車
11枚つづり回数券 1，000円一時

使用 一回 150円
原動機付自転車

11枚つづり回数券 1，500円
梅郷駅東口市営

地下1階・1階・2階 1，540円
一般 3階（屋根なし） 1，020円

定期 自転車 1階 1，540円
学生 地下1階・2階 1，020円

3階（屋根なし） 510円
原動機付自転車（屋外） 2，570円

一回 150円
自転車

11枚っづり回数券 1，500円一時

使用 一
回　　　　　‘ 150円

原動機付自転車（屋外）
11枚つづり回数券 1，500円

※いずれも原動機付自転車は50cc以下です

※野田市駅市営第1と川間駅南口市営第1では、原動機付自転車は駐車できません

□自転車等保管所（旧専売公社跡地）

　野田市清水246－1　（呉服屋とみやま店前）

　開所日・時間：水～日（祝日除く）12：00～16：00

　移送料　　　：自転車　1，620円

　　　　　　　原付　3，240円



参考3

市営自転車等駐車場　施設内容

○野田市駅市営第1

整備場所 野田市野田148番地の6
敷地面積 308．27㎡
建築面積 10㎡（管理棟）

構　　造 屋根付平置式

収容台数 411台（一時利用40台）

○野田市駅市営第2

整備場所 野田市野田148番地の10
敷地面積 319．44㎡
建築面積 管理棟は第1と共用

構　　造 屋根付平置式

収容台数 125台

○川間駅南口市営第1

整備場所 野田市尾崎839番地5
敷地面積 102．89㎡
建築面積 3㎡（管理棟）

構　　造 屋根付ラック式

収容台数 190台（一時利用19台）

○梅郷駅東口市営

三蘂織憂藤

鞭職畿
鍵鷹‖爾鱗
｝糞鰯藁叢繋

，鎌灘

ごミ裏ぎ紗緩、
「 ∫ニミξ蕊ミひき

難麹纂山齢麟墓鰭灘遮糞蕊熟竃灘警欝㌻祭竃簗纏鑛離謬
驚欝薫麟㌶濠馨墨竃㌶難曇鐙竃礪籔竃惑窯謹癬藁霧難綴

鱗竃竃麟竃灘麟霧嚢竃遷繕轡遼議譲灘灘§警鐘鱗欝
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1轟繋襲舞響霧欝＿．灘

㌻※：事三㌻



参考4

　　○野田市自転車等駐車場条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年12月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市条例第24号

　　　　　　　　　　　　　注　平成19年12月から改正経過を注記した。

　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成17年9月30日条例第18号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年12月27日条例第34号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年3月31日条例第8号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年9月30日条例第27号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月27日条例第40号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12月25目条例第29号

　（設置）

第1条　市内の駅周辺における自転車等の駐車秩序を確立することにより、街

　の美観を維持するとともに、自転車等利用者の駐車の利便を図るため、本市

　に自転車等駐車場（以下「駐車場」という。）を設置する。

　（名称及び位置）

第2条　駐車場の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 位置

野田市駅市営第1自転車等駐車場 野田市野田148番地の6

野田市駅市営第2自転車等駐車場 野田市野田148番地の10

ll間駅南口市営第1自転車等駐車場 野田市尾崎839番地の5

郷駅東口市営自転車等駐車場 野田市山崎1873番地の7

　　　　（平21条例27・平26条例29・一部改正）

　（供用時間等）

第3条　駐車場の供用時間及び入出庫（自転車等を駐車場に入庫させ、又は駐

　車場から出庫させることをいう。）の取扱時間は、規則で定める。

　　　　（平26条例29・一部改正）

　（指定管理者の業務）

第4条　次に掲げる駐車場の管理に関する業務は、地方自治法（昭和22年法

　律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同項に規定

　する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。



　（1）　駐車場の使用に関する業務

　（2）　駐車場の施設及び設備の維持管理に関する業務

　（3）　その他市長が定める業務

　　　　（平21条例8・一部改正）

第5条から第7条まで　削除

　　　　（平21条例8）

　（利用できる車両）

第8条　駐車場を使用することができる車両は、道路交通法（昭和35年法律

　第105号）第2条第1項第10号に規定する原動機付自転車及び同項第1

　1号の2に規定する自転車（以下これらを総称して「自転車等」という。）

　とする。

　（駐車場の使用区分）

第9条　駐車場の使用区分は、次のとおりとする。

　（1）　定期使用　次条第1項の許可に基づき定期的に使用することをいう。

　（2）　一時使用　規則で定める時間帯に一時的に使用することをいう。

　（使用の許可）

第10条　駐車場を定期使用しようとする者は、あらかじめ、規則で定めると

　ころにより、指定管理者の許可を受けなければならない。ただし、一時使用

　にあっては、次条に定めるところにより使用料を納付することにより使用す

　ることができる。

2　前項の許可の有効期間は、許可を受けた日の属する月の翌Aの初日から当

　該年度の末日までとする。

3　指定管理者は、駐車場の収容能力を超えるときその他駐車場の管理上支障

　があると認めたときは、駐車場の使用を許可しない。

　（使用料）

第11条　駐車場の使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、別

　表に掲げる使用料（以下「使用料」という。）を納付しなければならない。

2　一時使用については、当該使用料に相当する回数券の使用をもって使用料

　の納付に代えることができる。

3　前項の回数券の種類及び料金は、別表のとおりとする。



　（使用料の免除）

第12条　指定管理者は、規則で定める基準により、使用料を免除することが

　できる。

　（使用料の還付）

第13条　既納の使用料は、還付しない。ただし、市長は、規則で定める場合

　にあっては、その全部又は一部を還付することができる。

　（許可の取消し等）

第14条　指定管理者は、駐車場を使用する者が次の各号のいずれかに該当す

　るときは、第10条第1項の許可を取り消し、又は駐車場の使用を拒否する

　ことができる。

　（1）　偽りその他不正な手段により使用許可を受けたと認められるとき。

　（2）　この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。

　（3）　前2号に定めるもののほか、指定管理者が必要であると認めるとき。

　（移送等）

第15条　市長は、駐車場の使用の許可をした期間を超えて駐車している自転

　車等がある場合は、当該自転車等を移送し、保管することができる。

2　野田市自転車等放置防止に関する条例（昭和63年野田市条例第19号）

　第10条及び第11条の規定は、前項の規定により自転車等を移送し、保管

　する場合について準用する。

　（損害賠償）

第16条　使用者は、駐車場の施設等を破損したときは、その損害を賠償しな

　ければならない。

　（駐車場内における損害の責任）

第17条　駐車場に駐車する自転車等の盗難、損傷又は滅失については、市及

　び指定管理者はその賠償の責めを負わない。

　（委任）

第18条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。

　　附　則

　（施行期日）

1　この条例は、平成15年4月1日（以下「施行日」という。）から施行す



　る。ただし、次項の規定は、平成15年2月1日から施行する。

　（施行日前の使用許可）

2　市長は、施行日前においても、第5条第1項の定期使用の許可の例により、

駐車場の定期使用を許可し、当該使用料を徴収することができる。この場合

　において、当該許可の手続き等については、市長が定める。

　　附　則（平成17年9月30日野田市条例第18号）

　（施行期日）

1　この条例は、平成18年4．月1日から施行する。ただし、次項の規定は、

公布の日から施行する。

　（準備行為）

2　この条例による改正後の野田市自転車等駐車場条例（以下この項において

　「新条例」という。）第4条第2項から第4項まで及び第7条の規定による

指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この条例の施行前にお

いても、新条例の例によりすることができる。

　　附　則（平成19年12月27日野田市条例第34号）

この条例は、公布の日から施行する。

　　附　則（平成21年3月31日野田市条例第8号）

　（施行期日）

1　この条例は、平成21年4月1日から施行する。

　（経過措置）

2　この条例の施行前に第1条から第14条までの規定による改正前のそれぞ

れの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であって、野田市公の

施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成21年野田市条例第7

号。以下この項において「指定管理者条例」という。）の規定に相当の規定

があるものは、指定管理者条例の相当の規定によってしたものとみなす。

3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対する業務

報告の聴取については、なお従前の例による。

　　附　則（平成21年9月30日野田市条例第27号）

　（施行期日）

1　この条例は、平成21年12月1日から施行する。ただし、次項の規定は、



　公布の日から、附則第3項の規定は、平成21年11月15日から施行する。

　（準備行為）

2　この条例による改正後の野田市自転車等駐車場条例（以下〒新条例」とい

　う。）第11条の規定による野田市駅市営第1自転車等駐車場、野田市駅市

　営第2自転車等駐車場及び川間駅南口市営第1自転車等駐車場の使用料に関

　し必要な手続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前に

　おいても行うことができる。

3　新条例第11条の規定による梅郷駅東口市営自転車等駐車場の使用料に関

　し必要な手続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前に

　おいても行うことができる。

　（定期使用に係る使用料の還付）

4　平成21年12月分から平成22年3月分までの定期使用に係る使用料を

　この条例の公布の日前に納付した者は、納めた月分につきこの条例による改

　正前の野田市自転車等駐車場条例別表の当該使用料の額から新条例別表の当

　該使用料の額を控除した額の還付を請求することができる。

　　附　則（平成25年12月27日野田市条例第40号抄）

　（施行期日）

1　この条例は、平成26年4月1日から施行する。

　（経過措置）

2　この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前にこの条例による改正

　前の次に掲げる条例の規定によりなされた許可に係る使用料及び利用料金に

　ついては、なお従前の例による。

　（1）から（6）まで　略

　（7）　野田市自転車等駐車場条例

　　附　則（平成26年12H25日野田市条例第29号）

　この条例は、平成27年1月1日から施行する。ただし、第3条（見出しを

含む。）の改正規定は、公布の日から施行する。

別表（第11条第1項、第3項）

　　　　（平21条例27・全改、平25条例40・一部改正）

　1　野田市駅市営第1自転車等駐車場、野田市駅市営第2自転車等駐車場及



び川間駅南口市営第1自転車等駐車場使用料

1　定期使用（月額）

自転車 一般 1，020円
学生 510円

。、動機付自転車 2，570円
2　一時使用（1回）

自転車 100円
、動機付自転車 150円
3　一時使用（回数券）

自転車 100円券11枚つづり　1，000円
、動機付自転車 150円券11枚つづり　1，500円
2　梅郷駅東口市営自転車等駐車場使用料

1　定期使用（月額）

自転車 一般 地下1階、1階及び2

階

1，540円

3階 1，020円
学生 1階 1，540円

地下1階及び2階 1，020円
3階 510円

。、動機付自転車 2，570円
2　一時使用（1回）

自転車 150円
．、動機付自転車 150円
3　一時使用（回数券）

自転車 150円券11枚つづり　1，500円
．、動機付自転車 150円券11枚つづり　1，500円
備考

　1　「学生」とは、学校教育法（昭和22年法律第26号）第1条に規定

　する学校、同法第124条に規定する専修学校若しくは同法第134条に



規定する各種学校又はこれらに類するものとして市長が認める施設に通

学又は通園している者をいい、　「一般」とは、学生以外の者をいう。

2　回数券の料金は、発行の際に徴収するものとする。



参考5

　　　○野田市自転車等駐車場条例施行規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年12月27目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市規則第44号

　　　　　　　　　　　　　　注　平成20年9月から改正経過を注記した。

　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成15年3月31日規則第14号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年7月30日規則第45号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年9月30日規則第60号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年9月30日規則第46号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年3月31日規則第19号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年9月30日規則第38号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年7E30日規則第29号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年5．月19日規則第29号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12A25日規則第40号

　（趣旨）

第1条　この規則は、野田市自転車等駐車場条例（平成14年野田市条例第2

　4号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定めるものと

　する。

　（供用時間等）

第2条　条例第3条の規則で定める供用時間及び入出庫の取扱時間並びに条例

第9条第2号の規則で定める一時使用の時間帯は、次のとおりとする。

駐車場の名称 供用時間 入出庫の取扱時間 一時使用の時間帯

野田市駅市営第1 午前0時から午後 午前0時から午後 月曜日から土曜日

自転車等駐車場 12時まで 12時まで までの日（国民の祝

野田市駅市営第2 日に関する法律（昭

自転車等駐車場 日23年法律第1

1澗駅南口市営第 78号）に規定する

1自転車等駐車場 日及び12月3

1日から翌年の1

月3日までの日を

除く。）の午前6時



30分から午後8

時まで

郷駅東口市営自 午前4時30分か 午前4時30分か

転車等駐車場 ら翌日午前1時ま ら翌日午前1時ま

で で

2　指定管理者は、必要があると認める場合は、入出庫の取扱時間若しくは一

　時使用の時間帯を変更し、又は駐車場の全部若しくは一部の使用を休止する

　ことができる。

　　　　（平21規則38・平26規則40・一部改正）

　（指定申請書等）

第2条の2　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成

　21年野田市条例第7号。以下「手続条例」という。）第3条の申請書は、

　野田市自転車等駐車場指定管理者指定申請書（別記第1号様式）とする。

2 手続条例第3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおりとする。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

　定款、規約その他これらに類する書類

　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書

　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報告書

　当該施設の管理に関する業務の収支予算書

　その他市長が必要と認める書類

（平20規則46・一部改正、平21規則19・旧第2条の3繰上・一

第2条の3

　果を野田市自転車等駐車場指定管理者選定結果通知書（別記第2号様式）に

　より通知するものとする。

2　市長は、手続条例第5条の規定により指定管理者を指定したときは、野田

　市自転車等駐車場指定管理者指定通知書（別記第3号様式）により通知する

　ものとする。

　　　　（平21規則19・旧第2条の4繰上・一部改正）

　（業務報告書の記載事項）

　　部改正）

（選定等の通知）

　　　　市長は、手続条例第4条の規定による審査をしたときは、その結



第2条の4　手続条例第10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載しな

　ければならない。

　（1）　自転車等駐車場の管理の実施状況及び利用状況

　（2）　自転車等駐車場の管理に係る経費の収支状況

　（3）　前2号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めた事項

　　　　（平21規則19・旧第2条の5繰上・一部改正）

　（定期使用の許可）

第3条　条例第10条第1項の規定により定期使用をしようとする者（以下こ

　の条において「申請者」という。）は、野田市自転車等駐車場定期使用申請

　書（別記第4号様式）を指定管理者に提出しなければならない。

2　前項の場合において、申請者が条例別表に規定する学生であるときは、学

　生証その他学生であることが確認できる書面を提示しなければならない。

3　指定管理者は、第1項の申請があったときは、その内容を審査し、使用の

　可否を決定するものとする。

4　指定管理者は、前項の規定により使用の可否を決定したときは、野田市自

　転車等駐車場定期使用申請結果通知書（別記第5号様式）により当該申請者

　に通知するとともに、定期使用を許可したときは定期使用券（別記第6号様

　式）を交付するものとする。

5　定期使用の許可を受けた者（以下「定期使用者」という。）は、駐車場を

　使用するときは、前項の定期使用券を携帯し、指定管理者から提示を求めら

　れたときは、これを提示しなければならない。

　（使用料の納付等）

第4条　定期使用者は、当該使用月分の使用料を前月の末日までに納付しなけ

　ればならない。この場合において、定期使用者は、3箇月分又は6箇月分の

使用料を一括して納付することができる。

2　指定管理者は、使用料の納付を受けたときは、定期使用シール（別記第7

　号様式）を当該定期使用者に交付するものとする。

3　定期使用シールの交付を受けた定期使用者は、当該シールを当該自転車等

　の見やすい箇所にはらなければならない。

　（一時使用の方法）



第5条　条例第10条第1項ただし書の規定により一時使用をしようとする者

　は、回数券を使用する場合を除き、駐車場に入場する際に使用料を納付し、

　一時使用券（別記第8号様式）の交付を受けなければならない。

2　前項の規定により一時使用券の交付を受けた者は、当該一時使用券を当該

　自転車等にはらなければならない。

3　回数券を使用して一時使用をしようとする者は、当該回数券を当該自転車

　等にはらなければならない。

4　回数券の様式は、別記第9号様式のとおりとする。

　（申請事項等の変更の届出）

第6条　定期使用者は、次に掲げる申請書記載事項に変更が生じたときは、直

　ちに野田市自転車等駐車場定期使用変更届（別記第10号様式）を指定管理

　者に提出しなければならない。

　（1）　住所及び氏名

　（2）　通勤又は通学先

　（3）　使用車種

　（4）　使用区分

　（定期使用券等の再交付）

第7条　定期使用者は、定期使用券又は定期使用シール（以下「定期使用券等」

　という。）を紛失等により再交付を受けようとするときは、野田市自転車等

　駐車場定期使用券等再交付申請書（別記第11号様式）を指定管理者に提出

　しなければならない。

2　指定管理者は、前項の申請を承認したときは、当該定期使用者に定期使用

　券等を再交付する。

　（使用料の免除）

第8条　条例第12条の規定により使用料を免除できる場合は、次の各号のい

　ずれかに該当する者が、定期使用料の納付により駐車場を利用するときとす

　る。

　（1）　身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第4項の

　規定により身体障害者手帳の交付を受けている者

　（2）　療育手帳制度要綱（昭和48年9月27日厚生省発児第156号。



　　厚生事務次官通知）第5の2の規定により療育手帳の交付を受けている者

　（3）　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第12

　　3号）第45条第2項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

　　ている者

　（4）　生活保護法（昭和25年法律第144号）第11条第1項各号に規

　　定する扶助を受けている者

　（5）　児童扶養手当法（昭和36年法律第238号）により手当の支給を

　　受けている者及びその世帯の児童（同法第3条第1項の児童をいう。）

　（6）　野田市養育者支援手当条例（平成15年野田市条例第4号）により

　　手当の支給を受けている者及びその世帯の児童

　（7）　その他市長が特に必要と認めた者

2　前項の規定により使用料の免除を受けようとする者は、野田市自転車等駐

　車場定期使用料免除申請書（別記第12号様式）にその事実を証明する書類

　を添えて指定管理者に提出しなければならない。

3　使用料の免除を受けている者は、その理由が消滅したときは、直ちにその

　旨を指定管理者に届け出なければならない。

　　　　（平22規則29・一部改正）

　（使用料の還付）

第9条　条例第13条ただし書の規定により使用料を還付することができる場

　合及びその還付額は、次に定めるとおりとする。

　（1）　有効期間の開始日前に定期使用券が不要となった場合　既納の使用

　料の額

　（2）　有効期間内に定期使用券が不要となった場合　既納の使用料の額か

　　ら使用経過月分の使用料を控除した額

2　前項の規定により還付を受けようとする者は、野田市自転車等駐車場定期

　使用料還付申請書（別記第13号様式）に定期使用券等を添えて、市長に提

　出しなければならない。

　（遵守事項）

第10条　使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

　（1）　盗難防止のため、自転車等に施錠すること。



　（2）　他の自転車等の駐車を妨げる行為をしないこと。

　（3）　発火、引火又は爆発のおそれのある危険物を持ち込まないこと。

　（4）　駐車場の施設を破損し、又は汚損する行為をしないこと。

　（5）　前各号に定めるもののほか、駐車場の管理に支障を及ぼす行為をし

　　ないこと。

　（定期使用の譲渡、転貸禁止）

第11条　定期使用者は、駐車場を定期使用する権利を譲渡し、又は転貸して

　はならない。

　（放置自転車等の処理）

第12条　市長は、駐車場内に長期間放置されている自転車等があるときは、

　当該自転車等を遺失物法（平成18年法律第73号）その他法令の規定によ

　り処理するものとする。

　　　　（平21規則38・一部改正）

　（その他）

第13条　この規則に定めるもののほか、駐車場の管理に関し必要な事項は、

　その都度市長が定める。

　　附　則

　（施行期日）

1　この規則は、平成15年4月1日から施行する。

　　　　（平21規則38・旧附則・一部改正）

　（使用料の還付に関する特例措置）

2　条例第11条第1項に規定する使用料の改正に伴い、既に納付した平成2

　1年12月分から平成22年3E分までの間の定期使用に係る使用料に過納

　が生じるときは、第9条第1項の規定にかかわらず、使用料を還付すること

　ができる。この場合において還付の手続については、同条第2項の規定を準

　用する。

　　　　（平21規則38・追加）

　　附　則（平成15年3月31日野田市規則第14号）

　この規則は、平成15年4月1日から施行する。

　　附　則（平成16年7月30日規則第45号）



　（施行期日）

1　この規則は、平成16年8月1日から施行する。

　（経過措置）

2　この規則の施行の際、改正前の既存の規則の規定に基づき作成された様式

　は、当分の間所要の調整をして使用することができる。

　　附　則（平成17年9月30日野田市規則第60号）

　この規則は、平成18年4A1日から施行する。

　　附　則（平成20年9A30日野田市規則第46号）

　この規則は、平成20年12月1日から施行する。

　　附　則（平成21年3月31日野田市規則第19号）

　この規則は、平成21年4H1日から施行する。

　　附　則（平成21年9月30日野田市規則第38号）

　（施行期日）

1　この規則は、平成21年12A1日から施行する。ただし、附則の改正規

　定及び別記第3号様式の改正規定は、公布の日から施行する。

　（経過措置）

2　この規則の施行前にこの規則による改正前の野田市自転車等駐車場条例施

行規則（以下「旧規貝1」」という。）の規定によりされた手続は、この規則に

　よる改正後の野田市自転車等駐車場条例施行規則（次項において「新規則」

　という。）の規定によりされた手続とみなす。

3　旧規則第5条の規定により交付された回数券は、新規則第5条の規定によ

　り交付された回数券とみなす。

4　この規則の施行の際、現にある旧規則の様式の用紙については、当分の間、

　これを取り繕って使用することができる。

　　附　則（平成22年7月30日野田市規則第29号抄）

　（施行期日）

1　この規則は、平成22年8月1日から施行する。

　　附　則（平成23年5月19日野田市規則第29号抄）

　（施行期日）

1　この規則は、公布の日から施行する。



　（経過措置）

2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧規則の様式の用紙

については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。

　　附　則（平成26年12月25日野田市規則第40号）

この規則は、公布の日から施行する。
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別記第1号様式（第2条の2第1項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　（宛先）野田市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　在　地

　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　団　体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　㊥

　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場指定管理者指定申請書

　　　　　の指定管理者の指定を受けたいので、事業計画書及び野田市自転車等駐車場条

例施行規則第2条の2第2項に規定する書類を添付して申請します。



第2号様式（第2条の3第1項）

第　　　　号

年　　月　　日

様

野田市長 ㊥

野田市自転車等駐車場指定管理者選定結果通知書

　　　年　　月　　H付けで　　　　の指定管理者の指定申請のありました件にっい

て、野田市自転車等駐車場条例施行規則第2条の3第1項の規定により、下記のとおり通知し

ます。

記

選定結果

指定管理者候補者として選定します。

指定管理者候補者として選定しません。

（理由）

教示

　1　この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算し

　て60目以内に、市長に対して異議申立てをすることができます（なお、この決定があっ

　たことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この決定の日の翌日から起

　算して1年を経過すると異議申立てをすることができなくなります。）。

　2この決定にっいては、この決定があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以

　内に、市を被告として（訴訟において市を代表する者は、市長となります。）、処分の取

　消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日

　から起算して6箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して1年を経過すると

　処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記1の異議申立

　てをした場合は、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算

　して6箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。



第3号様式（第2条の3第2項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市長　　　　　　　⑳

　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場指定管理者指定通知書

　　　年　　月　　日付けで　　　　　の指定管理者の指定申請のありました件にっい

て、下記のとおり指定したので野田市自転車等駐車場条例施行規則第2条の3第2項の規定に

より通知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

1指定期間

2　　管理業務ぴ）範囲



第4号様式（第3条第1項）

　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

　　　　　　　　様

　自転車等駐車場の定期使用の許可を受けたいので申請します。

月　　目

住　　　　　所

〒

ふ　り　が　な

氏　　　　　名

，＾　，一一，＾，一＿‘＿，＿一鵡＾一一一’●”“⇔－1　－　●’＾一’●一一＾’＾一一一←＾●＾”■一一一一一’・多＾’＾一’ぺ”一’”－－’・’

生　年　月　日 年　　　月　　　日

申　　請　　者

電　話　番　号

障害者手帳、生活

保護、児童扶養手

当及び養育者支援

手当の受給等の有

無

1有
　　　（1）　　　　　手帳

　　　（2）生　活保護

　　　（3）児童扶養手当

　　　（4）養育者支援手当

2無

希望する駐車場

使　　用　　区　　分 1一般　　　　2学生

使　　用　　方　　法 1　自宅から駅　　2駅から通勤・通学

利　　用　　期　　間 年　　月から　　年　　月まで

自　　転　　車 防犯登録番号
使用車種

原動機付自転車 ナ　ン　バ　ー

所　在　地通
勤・通学先

名　　　　称

電話番号



第5号様式（第3条第4項）

　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用申請結果通知書

年　　月　　目

様

●

㊥

自転車等駐車場使用について下記のとおり決定しましたので通知します。

記

1許可します

許可番号

駐車場名称

許可期問

駅

年　月　　日から

自転車等駐車場

年　　月　　日まで

車 種

駐車位置

2不許可とします

理 由

使　　用　　上　　の　　注　　意

1野田市自転車等駐車場条例に違反する行為をした場合は、使用許可を取り消します。

2使用する月の前月の末日までの間に条例で定める使用料を納入しなければなりませ

ん。

　（許可期間内であっても定められた期日までに納入しない場合は、許可を取り消します

　のでご注意ください。）

3使用料は、1箇月分、3箇月分、6箇月分を選択して納入することができます。

4使用料を納入したら、定期使用シールを受け取り、自転車の見やすい箇所にはってく

ださい。

※　自転車等駐車場内における．盗難、損傷、その他事故による損害について、市及び指定

　管理者は一切責任を負いません。



教示

　1この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌Hから起算し

　て60日以内に、市長に対して異議申立てをすることができます（なお、この決定があっ

　たことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この決定の日の翌日から起

　算して1年を経過すると異議申立てをすることができなくなります。）。

　2　この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以

　内に、市を被告として（訴訟において市を代表する者は、市長となります。）、処分の取

　消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌H

　から起算して6箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して1年を経過すると

　処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記1の異議申立

　てをした場合は、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算

　して6箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。



第7号様式（第4条第2項）
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第8号様式（第5条第1項）



第9号様式（第5条第4項）

　　　　　　　　（表） （裏）
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第10号様式（第6条）

野田市自転車等駐車場定期使用変更届

　　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

次のとおり定期使用の申請事項に変更がありましたので届け出ます。

年　　月 日

自転車等駐車場名 許可番号

変更事項
旧 新

住　　　　所

氏　　　　　名

通勤又は通学先

使　用　車種

使　用　区　分

変更年月日 年　　　　月　　　　日

※　変更する事項だけ記入してください。
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第11号様式（第7条第1項）

　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用券等再交付申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月

　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

次のとおり野田市自転車等駐車場定期使用券等の再交付を申請します。

日

再　交　付　書　類 1定期使用券　　　　　2定期使用シール

自転車等駐車場名

許　　可　　番　　号

再交付の理由
1紛失　　　　　　　2破損
3その他（　　　　　　　　　　　　　　）

備　　　　　　　考
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第12号様式（第8条第2項）

　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用料免除申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

　　　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　次のとおり野田市自転車等駐車場定期使用料免除を申請します。

月 日

自転車等駐車場名

許　　可　　番　　号

申　　請　　理　　由

※　免除を受ける要件に該当する事実を証明できる書類を添付してください。

t，

1

ハ

N
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第13号様式（第9条第2項）

　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用料還付申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　　日

　（宛先）野田市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号．

次のとおり野田市自転車等駐車場定期使用料の還付を申請します。

自転車等駐車場名

許　　可　　番　　号

使　　用　　車　　種 1　自転車　　　2　原動機付自転車

有　　効　　期　　限 年　　　月末まで

使　用　取　消　日 年　　　月　　　日

還付の内訳 年月　日から　年月　日まで 還付金額 円

※太枠内は、記入しないでください。



別記第1号様式（第2条の2第1項）

　　　　（平21規則19・平21規則38・平23規則29・一部改正）

第2号様式（第2条の3第1項）

　　　　（平21規則19・平21規則38・一部改正）

第3号様式（第2条の3第2項）

　　　　（平21規則19・平21規則38・一部改正）

第4号様式（第3条第1項）

　　　　（平22規則29・一部改正）

第5号様式（第3条第4項）

第6号様式（第3条第4項）

第7号様式（第4条第2項）

第8号様式（第5条第1項）

第9号様式（第5条第4項）

　　　　（平21規則38・一部改正）’

第10号様式（第6条）

第11号様式（第7条第1項）

第12号様式（第8条第2項）

第13号様式（第9条第2項）

　　　　（平23規則29・一部改正）

s



123456平成29年度第3回野田市自転車等駐車対策協議会　次第　　　　　日　時平成29年12．月　1日　　　　　　　　　午前　9時30分から　　　　　場　所　野田市役所2階　　　　　　　　　　　　　　中会議室1・2開　　会市長あいさっ委員紹介議　　題（1）会長及び副会長の選出について（2）梅郷駅における駐輪場整備の在り方について梅郷駅現地視察閉　　会資料1議題（1）　　　　　　　　会長及び副会長の選出について　野田市自転車等放置防止に関する条例施行規則第11条第2項に定める会長及び副会長を委員の互選により選出を求めるものです。議題（2）梅郷駅における駐輪場整備の在り方について1　整備方針（1）当初の計画（案）　野田市自転車等駐車対策に関する総合計画（案）（以下「総合計画（案）」）を作成した平成9年当時、梅郷駅西口は東側方面の需要も含め大量の需要が集中していた。　駅西土地区画整理事業および西口市街地再開発事業の進捗に伴う大量の需要に対応する暫定整備を行う必要があったため、平成10年度にこれらの関連事業を想定して、西口は竣工までの期間中の需要に対応する2，120台の暫定整備を計画した。　さらに、平成13年度には駅西土地区画整理事業地内に、将来の需要増加に対応できる2，180台の恒久的施設整備を行うこととし、その開設と同時に、暫定整備施設は480台に削減して駅東土地区画整理事業の完了予定の平成22年度まで維持することとなっていた。　また、平成22年度の駅東土地区画整理事業の完了に合わせて東口に1，650台の整備を計画し、既存の東側市営無料施設（700台）にっいては、廃止することとした。年度10　　111213　　14　　15　　16　　正71819　　20　　2122⊥一し．＿＿し＿＿弩僅牢一！翻’山A±べ　一　　、　　ソ　＋、　A　　　　　　一＋声⊥　　一⇒一『u　　　　⊥⊥　　一巳ン‥・一一’z⊇：：二．「」二「二1（480）｝　｛　、　1｛　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　｝ス　　ー弓＾　　｜≠　　⌒　　ヰ、　　’s　　−　　　，　’∨　　　　丁　コ　　　ーwづ”　　　←　A　　ヘ　　ー　　ぷ　　　　　　　　　　　　1　　　｛　　　＿．、。｝＿＿＿⊥＿一　　　　　　、　｝　、　一　≠A、1，650ドー一へ供給量合計、旦．況　　　　　ヨ工鷲し＿麺　民　間　1　　　　　　　　　200（200）1�o一≒1一に已＃］・…一｛一・≒≒＝トー・、へ“�`1　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l（480）l　E　l　l　！　1！　　　　　　　1：新　、　A規西口暫定整備’∨へ⌒シP’占Awぺ岬≒司一←甲一w−／「駅西区画整理事業地P　　’、　−　F　　介　　　　一F　ずべ　一　　一　　ぺ　　　　　快ンf　　　　　一東口側：当∵E一士　　　1　�k…「　，嗣1斗一ト・ぺ＾｛一叶ヨ〒・＿，已＿」．＿＿ド’…寸…｝…一1づ……∨F見一M−　1，650⊥．、｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1梅郷駅西土地区画整理事業一…・う（完了），　｝　｛　、　1　、　｝　｝梅郷駅東土地区画整理事業l　i　｛　　　｛　｝　｝　1　｝　｛　i　｛（完了）（2）平成14年度の計画（案）の見直しア）野田市自転車等駐車対策協議会の意見　平成14年11月7日に開催された野田市自転車等駐車対策協議会（以下「協議会）」）では、駅西区画整理事業地に整備する2，180台の駐輪場施設については、地下式、半地下式の計画になっていたが、整備費用が高額となることや管理上の問題から、駅西口南地区は、区画整理事業の換地後の用地を確保し平面的な施設整備を行うことにし、北地区でも市街地再開発事業に合わせて施設整備を行うことに変更された。1／12　1　　　1kLIlt　また、東口は街路事業の駅前広場の交通結節点改善事業に含めて整備を検討し、700台の市営施設は利用率の向上に努め、東口の整備完了まで維持するように変更するとされた。イ）平成14年度の計画（案）の見直し後の状況　東口は、平成21年12月に街路事業駅前広場の整備に合わせて東口市営自転車等駐車場1，650台を整備し、従来の施設（700台）を廃止した。　西口は、駅西区画整理事業の進捗状況に合わせて暫定無料駐輪場の位置を移動し、平成18年度に現在の暫定無料駐輪場を駅前線路側と旧県道側に施設を設置しているが、恒久的な有料駐輪場整備地にっいては確保されていない。1FE（3）平成21年度の協議会開催内容　　平成21年度に、東口市営自転車等駐車場の整備及び梅郷駅周辺の自転車等放　置禁止区域の設定並びに梅郷駅東口市営自転車等駐車場使用料について、協議会　からご意見をいただき整備を行った。　　また、西口の駐輪場整備については、この時に審議されていなく、駅西区画整　理事業の進捗状況に合わせて整備を行うとされたままとなっている。　　自転車等の放置を禁止する区域（以下「放置禁止区域」とする。）については、　平成21年12月1日の東口市営自転車等駐車場開設時に駅から約半径400メート　ルを基準とし指定している。｝（4）平成28年度の計画（案）の見直し　平成29年3E29日に開催された野田市自転車等駐車対策協議会では、これまでの総合計画（案）は平成22年度で終了していること、みずき地区・座生3地区の住宅の張り付き状況や鉄道高架事業完了後の高架下利用がこれから検討されることから、市全体の計画は策定せず、駅ごとに整備方針を決めていくことで承認をいただいた。　また、今後の整備主体としては、民間の積極的参加を優先して推進するとし、有料化を推進する意見が示された。FE2／122　利用状況（1）収容台数について　西口は、屋根なしの市が借地した暫定無料駐輪場2箇所と民営屋根あり1箇所、駅前の民営チャリパー−1箇所（一時貸しのみ）を有し、東口は、市営自転車等駐車場と民営のチャリパー1箇所となっている。　内容については次のとおり。施設名料金収容台数市暫定無料駐輪場：線路側無料800台市暫定無料駐輪場：旧県道側無料1，000台西口駅前民営チャリパー：東武P100円／日　（PASMO　80円）142台民営駐輪場自転車：1，500円／．月、100円／日バイク：2，300円／．月、150円／目100台計2，042台市営有料駐輪場定期利用（自転車）一般：地下・1・2階1，540円、3階1，020円学生：1階1，540円、地下・2階1，020円、3階510円1，413台東口2，570円（バイク）72台一時利用自転車・バイク150円（自転車：157台、バイク：8台）165台駅前民営チャリパー：東武P100円／日　（PASMO　80円）156台計1，806台合　計3，848台1EEiEEEF1（2）利用台数について　梅郷駅東西口の市営、民営を含めた過去5年間の自転車利用台数（1日最大）の推移は次のとおりです。28年度　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度西口2，192台2，492台2，457台2，151台2，153台東口647台638台650台635台652台計2，839台3，130台3，107台2，768台2，805台eE3／12【西口の駐輪場4施設の利用台数】最大台数については、各施設5Eが最も多い状況となっています。ア）県道側　暫定無料駐輪場：収容台数1，000台28年度　　27年度　　26年度　　25年度　　24年度最大台数939台1，083台1，152台1，064台1，125台平均台数899台883台907台956台977台イ）線路側　暫定無料駐輪場：収容台数800台28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度最大台数1，075台1，198台1，147台920台871台平均台数971台895台921台876台869台1ウ）民営チャリパー（一時利用）：収容台数142台（26年度までは収容台数73台）28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度最大台数104台106台73台73台70台平均台数100台94台66台65台61台エ）民営自転車預り所：収容台数100台28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度5，月74台105台85台94台87台9月73台92台63台70台65台【東口の駐輪場2施設の利用台数】市営自転車等駐車場の定期利用台数は、開設年度からほぼ横ばい状態となっている。｝1ア）梅郷駅東口市営自転車等駐車場：定期利用収容台数1，485台28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度　　　24年度許可台数528台508台550台544台564台最大利用率35．6％34．2％37．0％36．6％38．0％イ）民営チャリパー（一時利用）：収容台数156台28年度　　27年度　　26年度　　25年度　　24年度最大台数119台130台100台91台88台平均台数116台111台93台82台73台4／12（3）西ロ暫定無料駐輪場にかかる経費について　県道側及び線路側の土地は、仮換地指定後の土地を県道側の2名及び線路側2名と平成26年4H1日から平成31年3月31日まで5年間で契約を交わしている。ア）借地料28年度　　　27年度　　　26年度　　　25年度線路側（859�u）1，899，516円1，899，516円1，905，816円1，906，620円旧県道側（980�u）1，263，048円1，263，048円1，269，852円1，261，104円計3，162，564円3，162，564円3，175，668円3，167，724円イ）自転車整理業務委託料　朝6時30分から8時30分、夕15時30分から17時30分の間で、1施設、朝2人、夕1人を配置し自転車整理業務を行っています。1EE1’ウ）西口暫定無料駐輪場の苦情対応について　・毎年5月、10Eは利用者が多く駐輪場外にまで駐車し、市民から通報を受けて　職員により撤去を行っています。また、市職員による除草も行っています。（4）東ロ市営自転車等駐車場整備費用について（単位：千円）区分事業費国費地方債一般財源東口市営自転車等駐輪場整備350，71548，873218，80083，042（5）東ロ市営自転車等駐車場管理経費と使用料収入について　梅郷駅東口市営自転車等駐車場は指定管理者制をとっており、この指定管理料と使用料収入を比較すると、毎年約1，000万円市が負担している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）28年度　　27年度　　26年度　　25年度　　24年度使用料（収入）7，6387，6997，8828，5177，692指定管理料（支出）17，17617，48120，54319，97219，972差額▲9，538▲9，782▲12，661▲11，455▲12，280許可率35．6％34．2％37．0％36．6％38．0％E15／1223年度　　22年度　　21年度　　　計使用料（収入）7，6967，5364，30758，967指定管理料（支出）19，48619，2246，806140，660差額▲11，790▲11，688▲2，499▲81，693許可率36．0％40．0％33．5％（6）梅郷駅東口市営自転車等駐車場の稼働率向上の対策について　稼働率向上対策としましては、毎年、市と指定管理者により新年度の申し込みに合わせ、駅前で案内チラシ（啓発品）を配り加入促進を実施している。　また、南部工業団地会や千葉県野田看護専門学校にも同様の加入促進を実施していますが、利用台数の向上に繋がらない状況となっている。i（7）梅郷駅における放置自転車撤去状況について　梅郷駅の放置禁止区域内撤去台数は西口が多く、理由としましては、駅を利用して買い物等に行く方が撤去の対象者となっている。また、暫定無料駐輪場の長期放置自転車撤去台数の多くは乗り捨てられた自転車となっている。28年度　27年度　26年度　25年度　24年度西口31台50台58台80台87台放置禁止区域内撤去東口6台4台1台6台14台計37台54台59台86台101台暫定無料駐輪場161台192台183台149台215台合計198台246台242台235台316台卜｝t（8）犯罪発生件数（自転車盗難）について　暫定無料駐輪場は、基本的に自己管理を前提に利用していただいており、朝夕の整理業務は行っているものの、盗難事件の発生も多く、平成28年度では、山崎地区で発生した自転車盗難の約50％が暫定無料駐輪場からとなっている。28年　　27年　　26年　　25年　　24年市内の自転車盗難266件300件345件445件503件山崎地区自転車盗難85件86件78件107件94件32．0％28．7％22．624．0％18．7％うち、線路側駐輪場　　　　→23件24件14件35件32件旧県道側駐輪場19件7件13件13件7件計42件31件27件48件39件49．4％36．0％34．6％44．9％41．5％6／12E1E3　今後の自転車等駐車場整備の在り方について　（1）需要台数の試算について　ア）需要予測の考え方　　今後の需要予測の考え方については、清水公園駅の試算と同様に野田市総合計画　審議会で検討された人口推計結果を参考とし、利用者数を下記の考え方で試算しま　した。　平成28年度からの野田市総合計画書（抜粋）人口統計の推移から�@梅郷駅は、南部地区内になります。123456789中央地区東部地区南部地区北部地区川間地区福田地区関宿北部地区関宿中部地区関宿南部地区▲。△．鰭　　⌒翻〔・南部地区：山崎、今上、桜台、花井、堤根、山崎貝塚町、山崎梅の台花井一丁目、みずき一丁目・二丁目・三丁目・四丁目、桜木〕�A地区別の将来人口の推計表（土地区画整理事業の影響補正前）地区／年度27年度32年度37年度42年度南部地区34，558人35，957人36，844人37，497人�B年齢区分別人口の構成比表（市内全体）構成比27年度32年度37年度42年度15〜64歳59．7209％57．2699％57．3159％56．9708％7／12t1Eイ）試算方法　自転車で駅を利用する対象年齢を15〜64歳と想定し、総合計画の地区別将来人口に年齢区分別人口の構成比を乗じて、平成32〜42年度までの人口を予測し駅自転車利用台数を試算した。�@南部地区の年齢区分別人口予測　・前頁2）地区別将来人口×前頁3）年齢区分別構成比例）34，558人×59．7209％≒20，638人区分／年度27年度32年度37年度42年度15〜64歳20，638人20，592人21，117人21，362人　�A南部地区の梅郷駅利用者　・梅郷駅利用者16，689人（東武鉄道�且送ｿ）／平成27年度南部地区年齢区分別人　20，　638人≒80．86539％、�@の人口予測値に80．86539％を年度別に乗じて梅郷駅　利用者を求める人口／年度27年度32年度37年度42年度予測人数16，689人16，651人17，076人17，274人E　�B梅郷駅酉旦自転車等駐車場利用台数　・南部地区の梅郷駅利用者予測人数�Aの年度別数値に、次の利用率を乗じて梅郷　駅自転車等駐車場利用想定台数を求める匿欝瓢欝鷲�f蒜�f鍵警卿台から東側［西口：1，199台（駐輪場台数）／16，689人（駅利用者）＝7．18437％）出口／年度28年度32年度37年度42年度西　口1，199台1，196台1，226台1，241台・梅郷駅互旦有料化による影響要因を反映した利用台数有料化で影響を受けると予想した次の利用率を乗じて梅郷駅西口自転車等駐車場利用台数を求めた後、有料化に伴う影響（▲10％）を反映させる。出口／年度32年度37年度42年度有料化に伴う響率反映後台数1，076台1，103台1，116台1E　8／12�C梅郷駅西口自転車等駐車場利用台数増加要因を求める・増加要因（東新田・みずき）　増加予測人数は、野田市総合計画書より32年度37年度42年度東新田77人200人277人みずき500人1，500人2，019人計　　　　　　　577人　　　　1，700人　　　2，296人・上記に�@の割合を年度ごとに乗じる32年度37年度42年度東新田44人114人157人みずき286人859人1，150人計　　　　　　　330人　　　　973人　　　　1，307人1・�Aの駅利用者率　80．86539％を増加要因人数に乗じる駅利用者予測人数266人786人1，056人・自転車利用者率30％（国土技術政策総合研究所資料）を駅利用者予測人数に乗　じるE増加要因　自転車予測台数79台235台316台�D梅郷駅西口駐輪場試算台数／年度32年度37年度42年度西　口1，076台1，103台1，116台増加要因台数　反映後　　　1，155台　　　　1，338台　　　　1，432台�E梅郷駅東口駐輪場の試算台数　東口については、西口暫定無料駐輪場を利用していた東側からの利用者993台中、約90％が東口市営を利用すると試算。将来の増加要因については、東口は開発等の増加要因がなく現状の収容台数で補うことができる。E［／年度28年度30年度37年度42年度市営契約台数528台528台528台528台西口駐輪場からの戻り台数893台893台893台民間チャリパー　116台116台116台116台計　　　　　　　1，537台　　　1，537台　　　t537台9／12Eウ）将来の需要予測台数（将来の傾向）　野田市総合計画の人口推移は将来減少する傾向とされておりますが、南部地区の人口推移は、土地区画整理事業の影響により増加傾向となると試算されている。　このことから、西口については駅から約1．5kmから2km付近で土地区画整理事業（東新田・みずき）による開発が緩やかに進んでいることから、今後、自転車の利用台数は増加が見込まれる。　東口については、開発要因がないことから、今後、自転車の利用台数は現状維持と予想する。　以上の条件を基に利用台数を試算した結果、下記の参考試算台数となりましたが、参考試算台数には明確な根拠と裏付けがあるものはないため、梅郷駅を利用する自転車等の予測台数を求めることは困難であり、あくまでも参考値となるものです。参考試算台数地区／年度　　　　32年度　　　　　37年度　　　　　42年度西　口1，155台1，338台1，432台東　口1，537台1，537台1，537台［E　［「10／12（2）常設の西口駐輪場整備について　西口の駐輪場は、市が設置している暫定無料駐輪場2箇所と駅前に民営チャリパー1箇所（平成22年6．月開設）、民営駐輪場1箇所の計4箇所。東口は、平成21年12月1日に供用開始した東口市営自転車等駐車場と民営民間チャリパー1箇所（平成22年8．月開設）の2箇所となっている。　東口市営自転車等駐車場の利用状況は、東側から線路を超えて西側の暫定無料駐車場に約993台が乗り入れていることもあり、定期収容台数1，485台（自転車1，413台、バイク72台）のところ、利用台数528台（平成28年度）で利用率が35，6％と低迷しているため、西口に有料駐輪場の整備が急務となっている。EE（3）西口駐輪場整備用地について　梅郷駅西区画整理事業が使用収益開始した現段階において、有料駐輪場を整備するとされていた。　有料駐輪場整備用地としては、市が借地している暫定無料駐輪場用地の2施設のほかに有料駐輪場を整備する適地がない状況であることから、この施設の中で今後検討進めていく。　なお、市が設置している暫定無料駐輪場は借地となっており、借地契約期間が平成31年3月31日で5年間の契約期間が満了となることから、次期借地更新前までに有料駐輪場整備の検討をする。（4）西口駐輪場整備規模について　利用状況については、市が借地した暫定無料駐輪場の両施設（線路側・旧県道側）とも常に満車状態となっており、その多くは、東側からの利用者となっている。このようなことから、有料駐輪場の整備規模については、梅郷駅西口の利用台数2，192台から東側からの利用者993台を除いた1，199台、有料化による影響▲10％を差し引いた約1，000台程度が必要と考えられる。（5）西口駐輪場整備水準について1E　西口の民営駐輪場は、屋根あり1施設と民営チャリパー屋根なし1施設が駅前に開設されているが、民営チャリパー屋根なしでも年間を通してある程度の利用率（年間平均約70％）が保たれている。　また、東口の民営チャリパー屋根なし1施設も年間を通して利用率が高くなっている一方、管理水準が高い東口市営自転車等駐車場の利用率は低くなっている。以上のことから、梅郷駅西口駐輪場にっいても、東口市営自転車等駐車場みたいな管理水準の高い施設は必要ないと思われる。11／12（6）西口駐輪場の整備主体について　市行政改革大綱では、「民間でやれることは民間で行う」とされている、さらに、駐輪場整備については、過度な投資を必要とせず対応できることから、民間の参入は容易であると考えられる。　従って、民間の活力を積極的に活用した有料駐輪場整備を検討する。　11112／121資料3梅郷駅現地視察（10時30分から12時00分）梅郷駅における駐輪場整備の考え方についてご審議をお願いします。当駅は、平成21年12月1目に東口市営自転車等駐車場を供用開始後、西口は有料駐輪場が未整備となっている。（公用車にて、梅郷駅東口、西口を視察）　メモ欄5　・コロロロ［干・1口m　o口勤灘・TOBU　PARK東武梅郷駅西ロ駐輪場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オロロゴツリヌδ。　　梅郷駅東口市営自転車等駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔⇔　　　　　°搬’A　’　　4　t’”：’芭鷲麗。．　1禦讃’・已蓬、琴oφPt、ぞ；・T・・：t°Ilt7r・麹藷’鷲繧麟麓警富〆　　�`　　　　　　　　　　　、　雪　　　　Kgc　　．，・N’1　n〆ト縣r司噺イ、1つ◎汽、IF　　　　　　、緊e1．一、zンs．パ　　　’1＝、’ξt．LNL嚇膨Oo＿誤剛‡1K　●凡例［＝：コ放置禁止区域皿皿皿皿皿市営有料自転車等駐車場皿市暫定無料駐車場［＝コ民営駐輪場参考資料　目次1　野田市自転車等駐車対策協議会委員名簿　　（平成29年11月29日現在）2　市営自転車等駐車場使用料3　市営自転車等駐車場施設内容4　野田市自転車等駐車場条例（写し）5　野田市自転車等駐車場条例施行規則（写し）野田市自転車等駐車対策協議会委員名簿（任期：2年平成29年11．月29日から平成31年11A28日）　　　　　　　（平成29年11．月29日現在）　　　　　　　　　　　　　（敬称略）区　　分役　　　　職氏　　　名千葉県東葛飾土木事務所野田出張所長花　岡　信　明関係機関及び関係団体の代表千葉県野田警察署地域課長阿部　智　彦野田交通安全協会会長野　口　義雄　　　　　、東武鉄道（株）鉄道事業本部計画管理部課長綾部光　明輪業組合代表北　島康孝商店街連合会会長岡　安誠人高等学校教職員代表滝　口　健太野田市女性団体連絡協議会代表森　田　邦子消費者モニター代表後藤君江自転車預かり所代表中　田　禎子学識経験者東京理科大学理工学部教授内　山　久雄利用者代表野田市自治会連合会飯　野友　二参考2　　　　　　　　　　　市営自転車等駐車場使用料□自転車等駐車場の開所時間名称住所・連絡先開所時間野田市駅市営第1野田148番地の6咀7121−5315野田市駅市営第2野田148番地の10翫7121−53156時30分〜20時日・祝・年末年始を除く川間駅南口市営第1尾崎839番地の5脱7129−8940梅郷駅東口市営山崎1873番地の7咀7121−31964時30分〜翌日1時□自転車等駐車場の使用料（定期：月額）野田市駅市営第1・第2、川間駅南口市営第1一般1，020円定期自転車学生510円原動機付自転車2，570円一回100円自転車11枚つづり回数券1，000円一時使用一回150円原動機付自転車11枚つづり回数券1，500円梅郷駅東口市営地下1階・1階・2階1，540円一般3階（屋根なし）1，020円定期自転車1階1，540円学生地下1階・2階1，020円3階（屋根なし）510円原動機付自転車（屋外）2，570円一回150円自転車11枚っづり回数券1，500円一時使用一回　　　　　‘150円原動機付自転車（屋外）11枚つづり回数券1，500円※いずれも原動機付自転車は50cc以下です※野田市駅市営第1と川間駅南口市営第1では、原動機付自転車は駐車できません□自転車等保管所（旧専売公社跡地）　野田市清水246−1　（呉服屋とみやま店前）　開所日・時間：水〜日（祝日除く）12：00〜16：00　移送料　　　：自転車　1，620円　　　　　　　原付　3，240円参考3市営自転車等駐車場　施設内容○野田市駅市営第1整備場所野田市野田148番地の6敷地面積308．27�u建築面積10�u（管理棟）構　　造屋根付平置式収容台数411台（一時利用40台）○野田市駅市営第2整備場所野田市野田148番地の10敷地面積319．44�u建築面積管理棟は第1と共用構　　造屋根付平置式収容台数125台○川間駅南口市営第1整備場所野田市尾崎839番地5敷地面積102．89�u建築面積3�u（管理棟）構　　造屋根付ラック式収容台数190台（一時利用19台）○梅郷駅東口市営三蘂織憂藤鞭職畿鍵鷹‖爾鱗｝糞鰯藁叢繋，鎌灘ごミ裏ぎ紗緩、「∫ニミξ蕊ミひき難麹纂山齢麟墓鰭灘遮糞蕊熟竃灘警欝�n祭竃簗纏鑛離謬驚欝薫麟�f濠馨墨竃�f難曇鐙竃礪籔竃惑窯謹癬藁霧難綴鱗竃竃麟竃灘麟霧嚢竃遷繕轡遼議譲灘灘§警鐘鱗欝曇灘薩璽籔鱒藝蓑運懸雛璽簗竃量嚢竃1竃議欝ピ違灘夢璽鐵灘難鞭滅塗騰進撒聴鷹ぎ耀劉拳廟麟鷺｛慧�n蟻璽灘鞍1轟繋襲舞響霧欝＿．灘�n※：事三�n参考4　　○野田市自転車等駐車場条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年12月27日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市条例第24号　　　　　　　　　　　　　注　平成19年12月から改正経過を注記した。　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成17年9月30日条例第18号　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年12月27日条例第34号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年3月31日条例第8号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年9月30日条例第27号　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月27日条例第40号　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12月25目条例第29号　（設置）第1条　市内の駅周辺における自転車等の駐車秩序を確立することにより、街　の美観を維持するとともに、自転車等利用者の駐車の利便を図るため、本市　に自転車等駐車場（以下「駐車場」という。）を設置する。　（名称及び位置）第2条　駐車場の名称及び位置は、次のとおりとする。名称位置野田市駅市営第1自転車等駐車場野田市野田148番地の6野田市駅市営第2自転車等駐車場野田市野田148番地の10ll間駅南口市営第1自転車等駐車場野田市尾崎839番地の5郷駅東口市営自転車等駐車場野田市山崎1873番地の7　　　　（平21条例27・平26条例29・一部改正）　（供用時間等）第3条　駐車場の供用時間及び入出庫（自転車等を駐車場に入庫させ、又は駐　車場から出庫させることをいう。）の取扱時間は、規則で定める。　　　　（平26条例29・一部改正）　（指定管理者の業務）第4条　次に掲げる駐車場の管理に関する業務は、地方自治法（昭和22年法　律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同項に規定　する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。　（1）　駐車場の使用に関する業務　（2）　駐車場の施設及び設備の維持管理に関する業務　（3）　その他市長が定める業務　　　　（平21条例8・一部改正）第5条から第7条まで　削除　　　　（平21条例8）　（利用できる車両）第8条　駐車場を使用することができる車両は、道路交通法（昭和35年法律　第105号）第2条第1項第10号に規定する原動機付自転車及び同項第1　1号の2に規定する自転車（以下これらを総称して「自転車等」という。）　とする。　（駐車場の使用区分）第9条　駐車場の使用区分は、次のとおりとする。　（1）　定期使用　次条第1項の許可に基づき定期的に使用することをいう。　（2）　一時使用　規則で定める時間帯に一時的に使用することをいう。　（使用の許可）第10条　駐車場を定期使用しようとする者は、あらかじめ、規則で定めると　ころにより、指定管理者の許可を受けなければならない。ただし、一時使用　にあっては、次条に定めるところにより使用料を納付することにより使用す　ることができる。2　前項の許可の有効期間は、許可を受けた日の属する月の翌Aの初日から当　該年度の末日までとする。3　指定管理者は、駐車場の収容能力を超えるときその他駐車場の管理上支障　があると認めたときは、駐車場の使用を許可しない。　（使用料）第11条　駐車場の使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、別　表に掲げる使用料（以下「使用料」という。）を納付しなければならない。2　一時使用については、当該使用料に相当する回数券の使用をもって使用料　の納付に代えることができる。3　前項の回数券の種類及び料金は、別表のとおりとする。　（使用料の免除）第12条　指定管理者は、規則で定める基準により、使用料を免除することが　できる。　（使用料の還付）第13条　既納の使用料は、還付しない。ただし、市長は、規則で定める場合　にあっては、その全部又は一部を還付することができる。　（許可の取消し等）第14条　指定管理者は、駐車場を使用する者が次の各号のいずれかに該当す　るときは、第10条第1項の許可を取り消し、又は駐車場の使用を拒否する　ことができる。　（1）　偽りその他不正な手段により使用許可を受けたと認められるとき。　（2）　この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。　（3）　前2号に定めるもののほか、指定管理者が必要であると認めるとき。　（移送等）第15条　市長は、駐車場の使用の許可をした期間を超えて駐車している自転　車等がある場合は、当該自転車等を移送し、保管することができる。2　野田市自転車等放置防止に関する条例（昭和63年野田市条例第19号）　第10条及び第11条の規定は、前項の規定により自転車等を移送し、保管　する場合について準用する。　（損害賠償）第16条　使用者は、駐車場の施設等を破損したときは、その損害を賠償しな　ければならない。　（駐車場内における損害の責任）第17条　駐車場に駐車する自転車等の盗難、損傷又は滅失については、市及　び指定管理者はその賠償の責めを負わない。　（委任）第18条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。　　附　則　（施行期日）1　この条例は、平成15年4月1日（以下「施行日」という。）から施行す　る。ただし、次項の規定は、平成15年2月1日から施行する。　（施行日前の使用許可）2　市長は、施行日前においても、第5条第1項の定期使用の許可の例により、駐車場の定期使用を許可し、当該使用料を徴収することができる。この場合　において、当該許可の手続き等については、市長が定める。　　附　則（平成17年9月30日野田市条例第18号）　（施行期日）1　この条例は、平成18年4．月1日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。　（準備行為）2　この条例による改正後の野田市自転車等駐車場条例（以下この項において　「新条例」という。）第4条第2項から第4項まで及び第7条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりすることができる。　　附　則（平成19年12月27日野田市条例第34号）この条例は、公布の日から施行する。　　附　則（平成21年3月31日野田市条例第8号）　（施行期日）1　この条例は、平成21年4月1日から施行する。　（経過措置）2　この条例の施行前に第1条から第14条までの規定による改正前のそれぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であって、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成21年野田市条例第7号。以下この項において「指定管理者条例」という。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定によってしたものとみなす。3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対する業務報告の聴取については、なお従前の例による。　　附　則（平成21年9月30日野田市条例第27号）　（施行期日）1　この条例は、平成21年12月1日から施行する。ただし、次項の規定は、　公布の日から、附則第3項の規定は、平成21年11月15日から施行する。　（準備行為）2　この条例による改正後の野田市自転車等駐車場条例（以下〒新条例」とい　う。）第11条の規定による野田市駅市営第1自転車等駐車場、野田市駅市　営第2自転車等駐車場及び川間駅南口市営第1自転車等駐車場の使用料に関　し必要な手続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前に　おいても行うことができる。3　新条例第11条の規定による梅郷駅東口市営自転車等駐車場の使用料に関　し必要な手続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前に　おいても行うことができる。　（定期使用に係る使用料の還付）4　平成21年12月分から平成22年3月分までの定期使用に係る使用料を　この条例の公布の日前に納付した者は、納めた月分につきこの条例による改　正前の野田市自転車等駐車場条例別表の当該使用料の額から新条例別表の当　該使用料の額を控除した額の還付を請求することができる。　　附　則（平成25年12月27日野田市条例第40号抄）　（施行期日）1　この条例は、平成26年4月1日から施行する。　（経過措置）2　この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前にこの条例による改正　前の次に掲げる条例の規定によりなされた許可に係る使用料及び利用料金に　ついては、なお従前の例による。　（1）から（6）まで　略　（7）　野田市自転車等駐車場条例　　附　則（平成26年12H25日野田市条例第29号）　この条例は、平成27年1月1日から施行する。ただし、第3条（見出しを含む。）の改正規定は、公布の日から施行する。別表（第11条第1項、第3項）　　　　（平21条例27・全改、平25条例40・一部改正）　1　野田市駅市営第1自転車等駐車場、野田市駅市営第2自転車等駐車場及び川間駅南口市営第1自転車等駐車場使用料1　定期使用（月額）自転車一般1，020円学生510円。、動機付自転車2，570円2　一時使用（1回）自転車100円、動機付自転車150円3　一時使用（回数券）自転車100円券11枚つづり　1，000円、動機付自転車150円券11枚つづり　1，500円2　梅郷駅東口市営自転車等駐車場使用料1　定期使用（月額）自転車一般地下1階、1階及び2階1，540円3階1，020円学生1階1，540円地下1階及び2階1，020円3階510円。、動機付自転車2，570円2　一時使用（1回）自転車150円．、動機付自転車150円3　一時使用（回数券）自転車150円券11枚つづり　1，500円．、動機付自転車150円券11枚つづり　1，500円備考　1　「学生」とは、学校教育法（昭和22年法律第26号）第1条に規定　する学校、同法第124条に規定する専修学校若しくは同法第134条に規定する各種学校又はこれらに類するものとして市長が認める施設に通学又は通園している者をいい、　「一般」とは、学生以外の者をいう。2　回数券の料金は、発行の際に徴収するものとする。参考5　　　○野田市自転車等駐車場条例施行規則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年12月27目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市規則第44号　　　　　　　　　　　　　　注　平成20年9月から改正経過を注記した。　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成15年3月31日規則第14号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年7月30日規則第45号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年9月30日規則第60号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年9月30日規則第46号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年3月31日規則第19号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年9月30日規則第38号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年7E30日規則第29号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年5．月19日規則第29号　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12A25日規則第40号　（趣旨）第1条　この規則は、野田市自転車等駐車場条例（平成14年野田市条例第2　4号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定めるものと　する。　（供用時間等）第2条　条例第3条の規則で定める供用時間及び入出庫の取扱時間並びに条例第9条第2号の規則で定める一時使用の時間帯は、次のとおりとする。駐車場の名称供用時間入出庫の取扱時間一時使用の時間帯野田市駅市営第1午前0時から午後午前0時から午後月曜日から土曜日自転車等駐車場12時まで12時までまでの日（国民の祝野田市駅市営第2日に関する法律（昭自転車等駐車場日23年法律第11澗駅南口市営第78号）に規定する1自転車等駐車場日及び12月31日から翌年の1月3日までの日を除く。）の午前6時30分から午後8時まで郷駅東口市営自午前4時30分か午前4時30分か転車等駐車場ら翌日午前1時まら翌日午前1時までで2　指定管理者は、必要があると認める場合は、入出庫の取扱時間若しくは一　時使用の時間帯を変更し、又は駐車場の全部若しくは一部の使用を休止する　ことができる。　　　　（平21規則38・平26規則40・一部改正）　（指定申請書等）第2条の2　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成　21年野田市条例第7号。以下「手続条例」という。）第3条の申請書は、　野田市自転車等駐車場指定管理者指定申請書（別記第1号様式）とする。2手続条例第3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおりとする。（1）（2）（3）（4）（5）　定款、規約その他これらに類する書類　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報告書　当該施設の管理に関する業務の収支予算書　その他市長が必要と認める書類（平20規則46・一部改正、平21規則19・旧第2条の3繰上・一第2条の3　果を野田市自転車等駐車場指定管理者選定結果通知書（別記第2号様式）に　より通知するものとする。2　市長は、手続条例第5条の規定により指定管理者を指定したときは、野田　市自転車等駐車場指定管理者指定通知書（別記第3号様式）により通知する　ものとする。　　　　（平21規則19・旧第2条の4繰上・一部改正）　（業務報告書の記載事項）　　部改正）（選定等の通知）　　　　市長は、手続条例第4条の規定による審査をしたときは、その結第2条の4　手続条例第10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載しな　ければならない。　（1）　自転車等駐車場の管理の実施状況及び利用状況　（2）　自転車等駐車場の管理に係る経費の収支状況　（3）　前2号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めた事項　　　　（平21規則19・旧第2条の5繰上・一部改正）　（定期使用の許可）第3条　条例第10条第1項の規定により定期使用をしようとする者（以下こ　の条において「申請者」という。）は、野田市自転車等駐車場定期使用申請　書（別記第4号様式）を指定管理者に提出しなければならない。2　前項の場合において、申請者が条例別表に規定する学生であるときは、学　生証その他学生であることが確認できる書面を提示しなければならない。3　指定管理者は、第1項の申請があったときは、その内容を審査し、使用の　可否を決定するものとする。4　指定管理者は、前項の規定により使用の可否を決定したときは、野田市自　転車等駐車場定期使用申請結果通知書（別記第5号様式）により当該申請者　に通知するとともに、定期使用を許可したときは定期使用券（別記第6号様　式）を交付するものとする。5　定期使用の許可を受けた者（以下「定期使用者」という。）は、駐車場を　使用するときは、前項の定期使用券を携帯し、指定管理者から提示を求めら　れたときは、これを提示しなければならない。　（使用料の納付等）第4条　定期使用者は、当該使用月分の使用料を前月の末日までに納付しなけ　ればならない。この場合において、定期使用者は、3箇月分又は6箇月分の使用料を一括して納付することができる。2　指定管理者は、使用料の納付を受けたときは、定期使用シール（別記第7　号様式）を当該定期使用者に交付するものとする。3　定期使用シールの交付を受けた定期使用者は、当該シールを当該自転車等　の見やすい箇所にはらなければならない。　（一時使用の方法）第5条　条例第10条第1項ただし書の規定により一時使用をしようとする者　は、回数券を使用する場合を除き、駐車場に入場する際に使用料を納付し、　一時使用券（別記第8号様式）の交付を受けなければならない。2　前項の規定により一時使用券の交付を受けた者は、当該一時使用券を当該　自転車等にはらなければならない。3　回数券を使用して一時使用をしようとする者は、当該回数券を当該自転車　等にはらなければならない。4　回数券の様式は、別記第9号様式のとおりとする。　（申請事項等の変更の届出）第6条　定期使用者は、次に掲げる申請書記載事項に変更が生じたときは、直　ちに野田市自転車等駐車場定期使用変更届（別記第10号様式）を指定管理　者に提出しなければならない。　（1）　住所及び氏名　（2）　通勤又は通学先　（3）　使用車種　（4）　使用区分　（定期使用券等の再交付）第7条　定期使用者は、定期使用券又は定期使用シール（以下「定期使用券等」　という。）を紛失等により再交付を受けようとするときは、野田市自転車等　駐車場定期使用券等再交付申請書（別記第11号様式）を指定管理者に提出　しなければならない。2　指定管理者は、前項の申請を承認したときは、当該定期使用者に定期使用　券等を再交付する。　（使用料の免除）第8条　条例第12条の規定により使用料を免除できる場合は、次の各号のい　ずれかに該当する者が、定期使用料の納付により駐車場を利用するときとす　る。　（1）　身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第4項の　規定により身体障害者手帳の交付を受けている者　（2）　療育手帳制度要綱（昭和48年9月27日厚生省発児第156号。　　厚生事務次官通知）第5の2の規定により療育手帳の交付を受けている者　（3）　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第12　　3号）第45条第2項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受け　　ている者　（4）　生活保護法（昭和25年法律第144号）第11条第1項各号に規　　定する扶助を受けている者　（5）　児童扶養手当法（昭和36年法律第238号）により手当の支給を　　受けている者及びその世帯の児童（同法第3条第1項の児童をいう。）　（6）　野田市養育者支援手当条例（平成15年野田市条例第4号）により　　手当の支給を受けている者及びその世帯の児童　（7）　その他市長が特に必要と認めた者2　前項の規定により使用料の免除を受けようとする者は、野田市自転車等駐　車場定期使用料免除申請書（別記第12号様式）にその事実を証明する書類　を添えて指定管理者に提出しなければならない。3　使用料の免除を受けている者は、その理由が消滅したときは、直ちにその　旨を指定管理者に届け出なければならない。　　　　（平22規則29・一部改正）　（使用料の還付）第9条　条例第13条ただし書の規定により使用料を還付することができる場　合及びその還付額は、次に定めるとおりとする。　（1）　有効期間の開始日前に定期使用券が不要となった場合　既納の使用　料の額　（2）　有効期間内に定期使用券が不要となった場合　既納の使用料の額か　　ら使用経過月分の使用料を控除した額2　前項の規定により還付を受けようとする者は、野田市自転車等駐車場定期　使用料還付申請書（別記第13号様式）に定期使用券等を添えて、市長に提　出しなければならない。　（遵守事項）第10条　使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。　（1）　盗難防止のため、自転車等に施錠すること。　（2）　他の自転車等の駐車を妨げる行為をしないこと。　（3）　発火、引火又は爆発のおそれのある危険物を持ち込まないこと。　（4）　駐車場の施設を破損し、又は汚損する行為をしないこと。　（5）　前各号に定めるもののほか、駐車場の管理に支障を及ぼす行為をし　　ないこと。　（定期使用の譲渡、転貸禁止）第11条　定期使用者は、駐車場を定期使用する権利を譲渡し、又は転貸して　はならない。　（放置自転車等の処理）第12条　市長は、駐車場内に長期間放置されている自転車等があるときは、　当該自転車等を遺失物法（平成18年法律第73号）その他法令の規定によ　り処理するものとする。　　　　（平21規則38・一部改正）　（その他）第13条　この規則に定めるもののほか、駐車場の管理に関し必要な事項は、　その都度市長が定める。　　附　則　（施行期日）1　この規則は、平成15年4月1日から施行する。　　　　（平21規則38・旧附則・一部改正）　（使用料の還付に関する特例措置）2　条例第11条第1項に規定する使用料の改正に伴い、既に納付した平成2　1年12月分から平成22年3E分までの間の定期使用に係る使用料に過納　が生じるときは、第9条第1項の規定にかかわらず、使用料を還付すること　ができる。この場合において還付の手続については、同条第2項の規定を準　用する。　　　　（平21規則38・追加）　　附　則（平成15年3月31日野田市規則第14号）　この規則は、平成15年4月1日から施行する。　　附　則（平成16年7月30日規則第45号）　（施行期日）1　この規則は、平成16年8月1日から施行する。　（経過措置）2　この規則の施行の際、改正前の既存の規則の規定に基づき作成された様式　は、当分の間所要の調整をして使用することができる。　　附　則（平成17年9月30日野田市規則第60号）　この規則は、平成18年4A1日から施行する。　　附　則（平成20年9A30日野田市規則第46号）　この規則は、平成20年12月1日から施行する。　　附　則（平成21年3月31日野田市規則第19号）　この規則は、平成21年4H1日から施行する。　　附　則（平成21年9月30日野田市規則第38号）　（施行期日）1　この規則は、平成21年12A1日から施行する。ただし、附則の改正規　定及び別記第3号様式の改正規定は、公布の日から施行する。　（経過措置）2　この規則の施行前にこの規則による改正前の野田市自転車等駐車場条例施行規則（以下「旧規貝1」」という。）の規定によりされた手続は、この規則に　よる改正後の野田市自転車等駐車場条例施行規則（次項において「新規則」　という。）の規定によりされた手続とみなす。3　旧規則第5条の規定により交付された回数券は、新規則第5条の規定によ　り交付された回数券とみなす。4　この規則の施行の際、現にある旧規則の様式の用紙については、当分の間、　これを取り繕って使用することができる。　　附　則（平成22年7月30日野田市規則第29号抄）　（施行期日）1　この規則は、平成22年8月1日から施行する。　　附　則（平成23年5月19日野田市規則第29号抄）　（施行期日）1　この規則は、公布の日から施行する。　（経過措置）2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。　　附　則（平成26年12月25日野田市規則第40号）この規則は、公布の日から施行する。u別記第1号様式（第2条の2第1項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　（宛先）野田市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　在　地　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　団　体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　��　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場指定管理者指定申請書　　　　　の指定管理者の指定を受けたいので、事業計画書及び野田市自転車等駐車場条例施行規則第2条の2第2項に規定する書類を添付して申請します。第2号様式（第2条の3第1項）第　　　　号年　　月　　日様野田市長��野田市自転車等駐車場指定管理者選定結果通知書　　　年　　月　　H付けで　　　　の指定管理者の指定申請のありました件にっいて、野田市自転車等駐車場条例施行規則第2条の3第1項の規定により、下記のとおり通知します。記選定結果指定管理者候補者として選定します。指定管理者候補者として選定しません。（理由）教示　1　この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算し　て60目以内に、市長に対して異議申立てをすることができます（なお、この決定があっ　たことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この決定の日の翌日から起　算して1年を経過すると異議申立てをすることができなくなります。）。　2この決定にっいては、この決定があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以　内に、市を被告として（訴訟において市を代表する者は、市長となります。）、処分の取　消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日　から起算して6箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して1年を経過すると　処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記1の異議申立　てをした場合は、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算　して6箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。第3号様式（第2条の3第2項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市長　　　　　　　�S　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場指定管理者指定通知書　　　年　　月　　日付けで　　　　　の指定管理者の指定申請のありました件にっいて、下記のとおり指定したので野田市自転車等駐車場条例施行規則第2条の3第2項の規定により通知します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　記1指定期間2　　管理業務ぴ）範囲第4号様式（第3条第1項）　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用申請書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　様　自転車等駐車場の定期使用の許可を受けたいので申請します。月　　目住　　　　　所〒ふ　り　が　な氏　　　　　名，＾　，一一，＾，一＿‘＿，＿一鵡＾一一一’●”“⇔−1　−　●’＾一’●一一＾’＾一一一←＾●＾”■一一一一一’・多＾’＾一’ぺ”一’”−−’・’生　年　月　日年　　　月　　　日申　　請　　者電　話　番　号障害者手帳、生活保護、児童扶養手当及び養育者支援手当の受給等の有無1有　　　（1）　　　　　手帳　　　（2）生　活保護　　　（3）児童扶養手当　　　（4）養育者支援手当2無希望する駐車場使　　用　　区　　分1一般　　　　2学生使　　用　　方　　法1　自宅から駅　　2駅から通勤・通学利　　用　　期　　間年　　月から　　年　　月まで自　　転　　車防犯登録番号使用車種原動機付自転車ナ　ン　バ　ー所　在　地通勤・通学先名　　　　称電話番号第5号様式（第3条第4項）　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用申請結果通知書年　　月　　目様●��自転車等駐車場使用について下記のとおり決定しましたので通知します。記1許可します許可番号駐車場名称許可期問駅年　月　　日から自転車等駐車場年　　月　　日まで車種駐車位置2不許可とします理由使　　用　　上　　の　　注　　意1野田市自転車等駐車場条例に違反する行為をした場合は、使用許可を取り消します。2使用する月の前月の末日までの間に条例で定める使用料を納入しなければなりません。　（許可期間内であっても定められた期日までに納入しない場合は、許可を取り消します　のでご注意ください。）3使用料は、1箇月分、3箇月分、6箇月分を選択して納入することができます。4使用料を納入したら、定期使用シールを受け取り、自転車の見やすい箇所にはってください。※　自転車等駐車場内における．盗難、損傷、その他事故による損害について、市及び指定　管理者は一切責任を負いません。教示　1この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌Hから起算し　て60日以内に、市長に対して異議申立てをすることができます（なお、この決定があっ　たことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この決定の日の翌日から起　算して1年を経過すると異議申立てをすることができなくなります。）。　2　この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以　内に、市を被告として（訴訟において市を代表する者は、市長となります。）、処分の取　消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌H　から起算して6箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して1年を経過すると　処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記1の異議申立　てをした場合は、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算　して6箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。第7号様式（第4条第2項）v第8号様式（第5条第1項）第9号様式（第5条第4項）　　　　　　　　（表）（裏）∪（、‘7n第10号様式（第6条）野田市自転車等駐車場定期使用変更届　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号次のとおり定期使用の申請事項に変更がありましたので届け出ます。年　　月日自転車等駐車場名許可番号変更事項旧新住　　　　所氏　　　　　名通勤又は通学先使　用　車種使　用　区　分変更年月日年　　　　月　　　　日※　変更する事項だけ記入してください。x：J｝第11号様式（第7条第1項）　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用券等再交付申請書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号次のとおり野田市自転車等駐車場定期使用券等の再交付を申請します。日再　交　付　書　類1定期使用券　　　　　2定期使用シール自転車等駐車場名許　　可　　番　　号再交付の理由1紛失　　　　　　　2破損3その他（　　　　　　　　　　　　　　）備　　　　　　　考tti．））“第12号様式（第8条第2項）　　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用料免除申請書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　次のとおり野田市自転車等駐車場定期使用料免除を申請します。月日自転車等駐車場名許　　可　　番　　号申　　請　　理　　由※　免除を受ける要件に該当する事実を証明できる書類を添付してください。t，1ハNt（（う寄；寸第13号様式（第9条第2項）　　　　　　　　野田市自転車等駐車場定期使用料還付申請書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　　日　（宛先）野田市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号．次のとおり野田市自転車等駐車場定期使用料の還付を申請します。自転車等駐車場名許　　可　　番　　号使　　用　　車　　種1　自転車　　　2　原動機付自転車有　　効　　期　　限年　　　月末まで使　用　取　消　日年　　　月　　　日還付の内訳年月　日から　年月　日まで還付金額円※太枠内は、記入しないでください。別記第1号様式（第2条の2第1項）　　　　（平21規則19・平21規則38・平23規則29・一部改正）第2号様式（第2条の3第1項）　　　　（平21規則19・平21規則38・一部改正）第3号様式（第2条の3第2項）　　　　（平21規則19・平21規則38・一部改正）第4号様式（第3条第1項）　　　　（平22規則29・一部改正）第5号様式（第3条第4項）第6号様式（第3条第4項）第7号様式（第4条第2項）第8号様式（第5条第1項）第9号様式（第5条第4項）　　　　（平21規則38・一部改正）’第10号様式（第6条）第11号様式（第7条第1項）第12号様式（第8条第2項）第13号様式（第9条第2項）　　　　（平23規則29・一部改正）s

